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臨床材料か ら分離 した各種病原細菌の

T-1220感 受性について

小 酒 井 望

順天堂大学医学部臨床病理学教室

小 栗 豊 子

同附属順天堂医院中央臨床検査室

私どもは新 しく開発された広域合成ペニシリン剤であ

るT-1220の 抗菌力を,臨 床材料から分離 した各種病原

細菌について測定した。なお同時に広 く使用されている

広域合成ペニシリン剤であるABPC, SBPC, CBPC, お よ

びセファロスポ リン剤のCET, CEZと その抗菌力を比較

し,本 剤の有用性について検討 した。

1. 実験材料および方法

1) 供試菌株

順天堂医院中央臨床検査室で1975年 後半および1976年

に,各 種臨床材料から分離された下記菌株を使用 した。

肺炎球菌 132株

腸球菌 107株

リン菌 3株

髄膜炎菌 1株

インフルエンザ菌 40株

パ ラインフルエ ンザ菌 12株

大腸菌 48株

Klebsiella 29株

Enterobacter 29株

Serratia 51株

Protms mirabilis 26株

Protms morganli 52株

緑 膿菌 (非ムコイ ド型) 56株

緑膿菌 (ムコイ ド型) 104株

Bacteroides 98株

合 計788株 で あ る。

2) 感 受 性 測 定 法

使 用 した 薬 剤 はT-1220, SBPC, CBPC, ABPC, CET,

CEZの6剤 で あ る。

感 受 性 測 定 用 培 地 は肺 炎 球 菌 と腸 球 菌 は5%馬 脱 線 維

素 血 液 加heart infusion寒 天, リン菌, 髄 膜 炎 菌, Hae-

mophilus属 は これ を チ ョコ レー ト寒 天 と した もの,そ の

他 の好 気 性 菌 はheart infusion寒 天,Bacteroidesは5%

馬 脱 線 維 素 血 液 加liver veal寒 天 を用 いた 。 薬 剤 の濃 度

は1,600μg/mlか ら2倍 稀 釈 と した。 そ して薬 剤 含 有 培

地 へ の被 検 菌 の接 種 は,ほ ぼ108/mlの 菌 液 を作 製 し,

そ れ を 多 目的 タ イ ピ ン グア パ ラー ツ で 行 な い,Bacter-

oides以 外 は24時 間培 養 後 判 定 し,Bacteroidesは ス チ ー

ル ウ ー ル法 で 嫌 気 的 に48時 間培 養 後 判 定 した。 判 定 法 そ

の 他 は 日本 化 学 療 法 学 会 標 準法 に 準拠 した 。

対 照 と して用 い た黄 色 ブ ドウ球 菌209P株 のT-1220感

受 性 は 血 液 加liver veal寒 天 で 嫌 気 的 に培 養 し,48時 間

後 に判 定 した場 合 は0.78μg/ml, heart infusion寒 天 で 好

気 的 に培 養 した場 合 は0.39μg/mlで あ っ た 。

II. 実 験 結 果

1) 肺 炎 球 菌

Table1に 示 す よ うに,T-1220はABPCと ほ ぼ 同 程

度 の強 い抗 菌 力 を示 し,被 検 株 す べ て が0.10μg/mlで 発

育 を阻 止 され た 。T-1220, ABPCに つ い でCEZ, CETの

抗 菌 力 が強 く, CBPCは や や 劣 り,SBPCが 最 も劣 る。

Table 1 Susceptibility of 132 strains of Streptococcus pneumoniae
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2) 腸 球 菌

腸 球 菌 で はTable2に み られ る よ うに,抗 菌 力 はABPC

が 最 も強 く,T-1220が これ に つぐ。CBPC, CET, CEZは

ほ ぼ 同 程 度 でT-1220よ りも劣 り,SBPCは 最 も劣 る。

T-1220とABPCの 抗 菌 力 の相 関 を示 した のがFig.1

で あ るが,ABPCに 対 して感 受 性 の や や 劣 る4株 は,

T-1220に 対 す る感 受 性 も劣 って い る。 またFig.2に 示

す よ うに,こ の4株 はCBPCに 対 す る感 受 性 も劣 って い

る。Fig.1,2か らT-1220とABPC, CBPCの 間には交叉

耐性が成 り立つと考え られる。なお図には示さないが,

T-1220とSBPCの 間にも交叉耐性が成 り立つと考えて

よい。

3) リン菌と髄膜炎菌

リン菌3株 と髄膜炎菌1株 の感 受性 はTable3に 示

す。いずれもT-1220の0.10μg/mlで 発 育 を阻止 され

た。被検株すべてT-1220を 含めて6剤 に極めて感性 と

Table 2 Susceptibility of 107 strains of Streptococcus faecalis

Fig. 1 Correlation of MICs of T-1220 and ABPC 

against Streptococcus faecalis

Fig. 2 Correlation of MICs of T-1220 and CBPC 

against Streptococcus faecalis

Table 3 Susceptibility of Neisseria gonorrhoeae and Neisseria meningitidis
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Table 4 Susceptibility of 40 strains of Haemophilus 

influenzae

Table 5 Susceptibility of 12 strains of Haemophilus 

parainfluenzae

Fig. 3 Correlation of MICs of T-1220 and ABPC 
against Haemophilus influenzae

Fig. 4 Correlation of MICs of T-1220 and ABPC 

against Escherichia coli

Table 6 Susceptibility of 48 strains of Escherichia coli

Table 7 Susceptibility of 29 strains of Klebsiella
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い え よ う。

4) Haemophilus属

イ ンフ ル エ ンザ菌 に対 して はTable 4に 示 す よ うに,

ABPCよ りT-1220が 強 い抗 菌 力 を示 し, SBPC, CBPC

は この両 剤 よ り も劣 り,CET, CEZは 著 し く劣 る。

T-1220とABPCの 抗 菌 力 の 相 関 を み る と, Fig.3の

ご と くABPC耐 性 と考 え られ る5株 の うち,4株 はT-

1220に も耐 性 で あ るが,1株 はT-1220に 感 性 で あ った 。

パ ライ ン フル エ ンザ 菌 には 対 して は,Table 5に 示 す

よ うに,ABPCに 比 べ てT-1220のMICの 小 さい株 と

大 き い株 が あ り,両 剤 の 抗 菌 力 の優 劣 は き め られ な い.

こ の 両 剤 に 比 べ てSBPC, CBPCの 抗 菌 力 はや や 劣 り,

CETは さ らに劣 り, CEZは 著 し く劣 る。

5) 大腸 菌

Table 6に 示 す よ うに, T-1220に31株 の 高 耐 性 株 が 認

め られ た が,Fig.4に み られ る よ う に,こ れ ら31株 は

Fig. 5 Correlation of MICs of T-1220 and ABPC 

against Klebsiella

Fig. 6 Correlation of MICs of T-1220 and CBPC 

against Enterobacter

Table 8 Susceptibility of 29 strains of Enterobacter

Table 9 Susceptibility of 51 strains of Serratia
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ABPCに も高耐 性 で あ る。 またSBPC, CBPCに も高 耐 性

で あ る 。 ペ ニ シ リ ン剤4剤 の 中 で は,T-1220が 最 も抗

菌 力 が 強 い 。

CET, CEZに は ペ ニ シ リ ン剤 の よ うな 高 耐 性 株 は 少 な

いが,MICが25～400μg/mlの 菌 株 が 多 い 。

6) Hlebsiella

Klebsiellaで はTable 7に 示 す よ うに, T-1220に 高 耐

性 株 が7株 あ り,こ の7株 はSBPC, CBPC, ABPCの い

ず れ に も高 耐 性 で あ る 。Fig.5に 見 られ る よ うに, T-

1220がABPCに 比 べ て 抗 菌 力 は 強 い 。 T-1220, ABPCに

比 べ る とSBPC, CBPCの 抗 菌 力 は 劣 る。 CEZ, CETは

T-1220に 比 べ 抗 菌 力 はすぐ れ て い る とい え よ う。

7) Enterobacter

Enterobacterに 対 して は6剤 と も抗 菌 力は 弱 く, MIC

の比 較 的 小 さい 株 は 少 数 認 め られ る の み で あ る(Table

8)。 ペ ニ シ リ ン剤 の 中 で はT-1220の 抗 菌 力 が 最 も強 く,

Fig. 7 Correlation of MICs of T-1220 and CBPC 

against Serratia

Fig. 8 Correlation of MICs of T-1220 and SBPC 

against Proteus mirabilis

Table 10 Susceptibility of 26 strains of Proteus mirabilis

Table 11 Susceptibility of 52 strains of Proteus morganii
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CBPC, SBPC, ABPCの 順 で, T-1220とCBPCの 抗 菌 力

の相 関 はFig.6に 示 す ご と く, T-1220がCBPCに 勝 っ

て い る 。

8) Serratia

Serratiaに 対 して も6剤 の 抗 菌 力 は 弱 い が,6剤 の 中

で はTable 9に 示 す よ うに, T-1220が 最 も強 く,CBPC,

SBPCは ほ ぼ 同程 度 で, ABPCは これ ら3剤 に 劣 り,

CET, CEZは 著 し く劣 る。

T-1220とCBPCの 抗 菌 力 の 相 関 はFig.7に 示 す ご と

く,T-1220が 勝 って い る。

9) Proteus

P. mirabilisで はTable 10の ご と く,抗 菌 力 はT-1220

が 最 も強 く,SBPCとCBPCは ほ ぼ 同 じで これ につ ぎ,

ABPC, CET, CEZは さ らに劣 る 。 T-1220に 高 耐性 の5

株 はSBPC, CBPC, ABPCに も高 耐 性 で あ った 。 T-1220

とSBPCの 抗 菌 力 の 相 関 はFig.8の ご と く, T-1220が

大 部 分 の 菌 株 に 対 し抗 菌 力 が す ぐれ て い る。

P.morganiiに 対 して はTable 11に 示 す よ うにT-1220

の抗 菌 力 が 最 もす ぐれ,CBPC, SBPCが こ れ に つ ぐ。

ABPC, CEZは 著 し く劣 り, CETは 最 も劣 る 。 T-1220

とSBPCの 抗 菌 力 の相 関 はFig.9の ご と く, P. mirabilis

の場 合 と同 様 に,大 部 分 の 菌 株 に お い てT-1220の 抗 菌

Fig. 9 Correlation of MICs of T-1220 and SBPC 

against Proteus morganii

Fig. 10 Correlation of MICs of T-1220 and SBPC against 

non-mucoid type of Pseudomonas aeruginosa

Table 12 Susceptibility of 56 strains of non-mucoid type of Pseudomonas aeruginosa

Table 13 Susceptibility of 104 strains of mucoid type of Pseudomonas aeruginosa
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力 が 著 し く勝 っ てい る。

10) 緑 膿 菌

非 ムコ イ ド型 (Table 12) とム コイ ド型 (Table 13) と分

け て 測 定 した 結 果,い ず れ に対 して もT-1220がSBPC,

CBPCよ りも強 い 抗 菌 力 を 示 した 。 そ して ム コイ ド型 の

方 が 非 ム コイ ド型 よ りも,す べ て の 薬 剤 に 対 して よ り感

性 で あ る 。

T-1220とSBPCの 抗 菌 力 の 相 関 を み る と,非 ム コイ

ド型 で はFig.10の ご と く,ほ とん どす べ て の 菌 株 でT-

1220の 抗 菌 力 が勝 って い る。 しか し ム コイ ド型 で はT-

1220が 勝 っ て い る菌 株 が 多 い が,SBPCの 抗 菌 力 の 方 が

勝 っ て い る 菌株 もか な り見 られ る(Fig.11)。

11) Bacteroides

Bacteroidesで は6剤 に 耐 性 の 株 が 多 い(Table 14)。 抗

菌 力 を比 較 す る と,T-1220が6剤 中 で は や や すぐ れ て

い る と考 え られ る 。T-1220とABPC, SBPCの 抗 菌 力 の

相 関 はFig.12, Fig.13の ご と く,大 部 分 の菌 株 でT-1220

が す ぐれ て い る とい え る 。

III. 考 案

私 ど もは最 近 各 種 臨 床材 料 か ら分 離 され た肺 炎 球 菌,

腸 球 菌, リ ン菌,髄 膜 炎 菌, Haemophilus, 大 腸 菌,

Klebsiella, Enterobacter, Proteus, 緑 膿 菌, Bacteroidesを

用 い て,新 し く開 発 され た 広 域 合 成 ペ ニ シ リ ン剤 のT-

Fig. 11 Correlation of MICs of T-1220 and SBPC against 

mucoid type of Pseudomonas aeruginosa

Fig. 12 Correlation of MICs of T-1220 and ABPC 

against Bacteroides

Table 14 Susceptibility of 98 strains of Bacteroides

Fig. 13 Correlation of MICs of T-1220 and SBPC 

against Bacteroides
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1220の 抗菌力を,す でに広 く用いられている広域ペニシ

リン剤のSBPC, CBPC, ABPCお よびセファロスポリン

剤のCET, CEZと 比較検討した。

肺炎球菌に対してはT-1220はABPCと ほぼ同程度の

抗菌力で他の4剤 に勝っている。なお肺炎球菌にはまだ

ペニシリン剤,セ ファロスポ リン剤耐性菌は見出されて

いない。

腸球菌に対 してはT-1220はABPCに 比べると抗菌力

は劣るが,他 の4剤 よりは勝っている。1970年 以前の分

離株についてABPC感 受性を測定 した結果1)によると,

全株6.25μg/mlで 発育を阻止された。今回はMICが12.5

～25μg/mlの3株 が認められたが,こ れらが果 して耐性

株かどうかはわからない。今後このような株が増加する

か否かを観察する必要がある。この3株 はT-1220に 対

しても感受性は低く,MICは100μg/mlで あ る。

リン菌 髄膜炎菌は被検株数が少なかったが,T-1220

は強い抗菌力を示した。T-1220は セ ファロスポリン2

剤 よりも強い抗菌力を示したが,低 濃度までの測定が し

てないので,ペ ニシリン剤問の抗菌力の比較はできなか

った。

残るグラム陰性桿菌群に対 しては,T-1220は 一般に

SBPC, CBPC, ABPCよ りも強い抗菌力を示 した。

インフルエンザ菌に対 しては,ABРCが 常用抗生物質

の中では最 も強い抗菌力を示 し2),イ ンフルエンザ菌感

染に広 く用いられているが,T-1220はABPCよ りも強

い抗菌力を示 した。なお1975年 前半まではABPC耐 性株

は認められなかったが,今 回は5株 の耐性株が認められ

た。この5株 のうち4株 はT4220に も耐性であったが,

1株 はT422。 には感性であった。T-1220の イ ンフルエ

ンザ菌感染に対する有用性については今後の検討課題で

ある。

大腸菌には広域ペニシリン剤耐性株が多いが,T-1220

はSBPC, CBPC, ABPCよ りも抗菌力は強い。 なおセフ

ァロスポ リン剤に高耐性の株は比較的少ない。

Klebsiellaに 対 しては,広 域ペユシリン剤に比べセフ

ァロスポリン剤が強い抗菌力を持つ こ とが知 られてい

る。T-1220はCET, CEZに は劣るが, 他の広域ペニシ

リン剤の3剤 に比べてかな り強い抗菌 力を もつ。なお

T-1220に 高耐性の株はSBPC, CBPC, ABPCに も高耐性

であった。

EnterobacterとSerratiaに 対 しては,6剤 とも抗菌力

は比較的弱 く,高 耐性株が多いが,6剤 の中ではT-1220

が最 も抗菌力は強い。

Protms mirabilisは 本来広域ペニシリン剤,セ ファロ

ス ポ リ ン剤 に感 性 で あ る が,耐 性 株 が 次 第 に 増 加 の傾 向

に あ る。6剤 の 中 で はT-1220が 最 も 抗 菌 力 が 強 い 。

Proteus morganiiに は セ フ ァス ス ポ リ ン剤 とABPCは 抗

菌 力 は 極 め て 弱 く,SBPCも 比 較 的 弱 い 。T-1220,CBPC

に は 高 耐 性 株 も多 いが,感 性 株 もか な り認 め ら れ る。

CBPCよ りもT-1220の 方 が 抗 菌 力 は強 い。

緑 膿 菌 に 対 して は セ フ ァ ロス ポ リ ン 剤 とABPCは 抗

菌 力 が 極 め て 弱 い 。SBPC,CBPCは 抗 緑 膿 菌 剤 と して 広

く用 い られ て い るが,最 近 は 高 耐 性 株 が 多 い 。T-1220

は これ ら両 剤 よ りも抗 菌 力 が強 く,高 耐 性 株 も比 較 的 少

な い 。SBPCの1,600μg/mlで も発 育 を 阻 止 され な い 高

耐 性株 で,T-1220の100μg/ml以 下 で 発 育 を 阻 止 され

る株 が8株 (14%) 認 め られ た。 非 ム コイ ド株 に 比 べ ム コ

イ ド株 は 一 般 に これ ら6剤 に対 し,よ り感 性 で あ った 。

嫌 気 性 菌 の 中 で は 、Bacteroidesが 常 用 抗 生 物 質 に 対 す

る耐 性 菌 が 最 も多 く3),6剤 いず れ も抗 菌 力 は 弱 い 。 し

か し6剤 の 中 で はT-1220が 最 も抗 菌 力 が 強 い 。

な お菌 種 に よ って 差 は あ るが,T-1220とSBPC, CBPC,

あ る い はABPCの 間 に,か な りの交 叉 耐性 が 認 め られ

る場 合 が 多 か った 。

結 論

私 ど もは1975年 後 半 お よび1976年 に順 天 堂 医 院 中 央 臨

床 検 査 室 に お い て,各 種 臨 床 材 料 か ら分離 され た肺 炎 球

菌,腸 球 菌,リ ン菌,髄 膜 炎 菌,イ ンフ ル エ ンザ 菌,パ

ラ イ ンフ ル エ ンザ 菌,大 腸 菌,Klebsiella, Enterobacter,

Serratia, Proteus mirabilis, Proteus morganii, 緑 膿 菌

,Bacteroidesの788株 につ い て, T-1220のMICを 測 定 し,

SBPC, CBPC, ABPC, CET, CEZの そ れ と比 較 した 。

1) グ ラ ム陰 性桿 菌 に 対 して は,T-1220が ペ ニ シ リ

ン4剤 中最 も強 い 抗 菌 力 を 示 した 。

2) 肺 炎 球 菌 に対 して はT-1220とABPCの 抗 菌 力 は

ほ ぼ 同 程 度 で,他 の4剤 よ り強 い 。 しか し腸 球 菌 に対 し

て は,ABPCが 最 も強 く,T-1220は や や 劣 っ て い た。

3) リ ン菌3株,髄 膜 炎 菌1株 には,6剤 と も強 い抗

菌 力 を示 した。

文 献

1) 小 栗 豊子,小 酒井 望 : 各 種 臨 床 材 料 か ら の腸 球 菌 の

検 出 状 態 と抗 生 物 質感 受 性。Jap. J. Antibiotics

25 (4) : 246～250, 1972

2) 小 酒 井 望, 小 栗 豊 子 : Haemophilus属 の 抗 生 物 質

感 受 性 とそ の推 移 。Jap. J. Antibiotics 29 (2) : 159

～166, 1976

3) 岡 田 淳,小 酒 井 望,小 栗 豊 子:臨 床 材 料 か ら分

離 され た 嫌 気 性 菌 の薬 剤 感 受 性 の 推 移 。Jap.J.

Antibiotics 28 (6) : 727～739, 1975



718 CHEMOTHERAPY JULY 1977

SUSCEPTIBILITY OF VARIOUS PATHOGENS ISOLATED FROM 
CLINICAL MATERIALS TO T-1220 
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We studied on the antibacterial activity of T-1220 against 788 strains of various 
pathogens such as Streptococcus pneumoniae, Streptococcus faecalis, Neisseria, Haemophilus, 
E. coli, Klebsiella, Enterobacter, Serratia, Proteus, Pseudomonas aeruginosa and Bacteroides 
and compared the activity with that of sulbenicillin (SBPC),carbenicillin (CBPC), am-
picillin (ABPC), cephalothin (CET) and cefazolin (CEZ). 

Against the gram-negative bacilli T-1220 is most active among four penicillins, espe-
cially against Haemophilus influenzae and Pseudomonas aeruginosa. T-1220 has very strong 
antibacterial activity against Streptococcus pneumoniae almost same as ampicillin, but the 
activity of T-1220 against Streptococcus faecalis is weaker than ampicillin. Three strains 
of Neisseria gonorrhoeae and one strain of Neisseria meningitidis were very susceptible 
to six antibiotics tested.


